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ミニ展示「”Painting”
絵画を愉しもう！」

知識をちょい足しコーナー
11月16日（土）～1月16日（木）

児童「本でたのしむ
クリスマス」

11月16日（土）～12月28日（土）

12月25日はクリスマス！
今回の展示はクリスマスがテーマの本を集めました。

本の世界でもクリスマスをたのしもう！

『まどからおくりもの』
五味太郎/作・絵

偕成社
【分類】絵本

ティーンズ「ミステリーの世界へ
ようこそ」

11月16日（土）～12月19日（木）

今回はいろいろな謎が詰まった
ミステリー本が大集合！

ぜひ自分が名探偵になった気分で、
謎の中に隠された真実を探してみてください。

一般「冬に食べたい

鍋＆スープ」
11月16日（土）～12月19日（木）

寒くなってきて、温かい食べ物が恋しい季節となりま
した！今回は鍋やスープ、汁物のレシピ本を集めまし
た。レシピを参考に作ってみてはいかがでしょうか？

【住所】名古屋市天白区横町701

☎：052-803-4188
Fax：052-803-4190

【開館】平日・土曜日 9：30～19：00
日曜日・祝日 9：30～17：00

【休館】月曜日・毎月第３金曜日

図書館だより

『探偵は教室にいない』
川澄 浩平／著
東京創元社
【分類】小説

12

『失われたアートの謎を解く』
青い日記帳／監修

筑摩書房
【分類】702

赤ちゃんからのおはなし会(乳幼児向け)

①10：30～10:50 ②11：10～11:30

おはなし会(幼児・低学年向け）
15：30～16：00

おはなしとてづくりの会(幼児・低学年向け)
15：30～16：00 【定員】15組

むかしばなしの会（幼児・小学生向け）
11：00～11：30

ドーナッツ♪(0～3歳ちゃんの親子のための会)

10：30～11：15

てるばーばの英語で絵本の会
11：00～11：30

休館日
親子でたのしむわらべうた
①10：00～10：30 ②11：00～11：30

『発酵食品を使った
美味しい鍋レシピ』
柳瀬 真澄/料理監修

世界文化社
【分類】596

西洋画、日本画、東洋画など…様々な絵画が
あります。知識を増やして、絵画の新たな
愉しみ方を見つけてみませんか？



時 間 13：30～14：30

対 象 幼児・小学生（小学生未満は必ず保護者同伴）

定 員 30名

申 込 電話または窓口にて

受付開始 １月５日（日）９：３０～

内 容 部屋を暗くしてスクリーンに影絵を

うつし、おはなし「うらしまたろう」を

楽しみます。クイズや歌もあるよ！

みなさまのご参加おまちしています。

冬のお楽しみイベント

かげえ

にんぎょうげき

18/1
（土）

スマートフォンのプロが教える

スマホ体験教室
30/1

（木）

時 間 13：30～15：30

費 用 無料

講 師 ソフトバンク（株）認定講師

定 員 20名 （申込先着順）

申 込 電話または窓口にて

受付開始 1月15日（水）９：３0～

内 容 a 防災情報の取り方、詐欺メールの対処法

などをスマートフォンのプロが解説！

1人１台体験機をご用意しますので、

どなたでもお気軽にご参加いただけます。

10/24（木）、10/31（木）、11/7（木）3週連続で
東海学園大学保育専攻の木本有香先生と来年の
春から保育士や幼稚園教諭になる学生さんを
お招きして、おはなし会を開催しました。
初披露の木本ゼミオリジナルソングからはじまり、
大型絵本や紙芝居、手遊びやパネルシアターなど
盛りだくさんのプログラム！
ウクレレやピアノ演奏に合わせて手作りのマラカスを
ふりながら『おもちゃのチャチャチャ』や『さんぽ』を
みんなでうたって楽しい時間を過ごしました。
木本先生、学生のみなさん、ありがとうございました！

１１月9日（土）に、第4回天白図書館寄席を開催しました。
落語は「お見立て」「しじみ売り」の２題。他にも、手品、演芸
ショー（コント）と約２時間たっぷり様々な演目をみなさんに
おたのしみいただきました。今回は特に、名城大学落語研
究会から３名の学生さんが出演してくださり、これまでとは
違った雰囲気の図書館寄席になりました。
（写真はハネ太鼓後の出演者のみなさん）。



団地の中に、180冊の絵本を入れて、
小さな図書室をつくりました！

戦後住宅政策の中心手段の一つは、公共住宅団地の
開発であった。高度成長期に多くの若い人たちが
農村から都市に移り住んだ。公共住宅団地は、
その受け皿となった。いま、その公共住宅団地には、
高齢単身者が増え、空き室が増えている。
この状況を、どのように改善し、維持すべきか。
戦後に蓄積してきた公共住宅ストックは、
社会安定を下支えする貴重な資源である。
社会資源としての公共住宅の役割を問い直し、
新たな方向性を見出す
ことを、探ります。
課題改善の試みとして、

まず若い世代を団地に
呼び入れ、コミュニティの
年齢バランスを変えてみる。
加えて、住民同士の接触を
増やすには、空間用途の
複合化を進める方向性が望ましい。
そこで、空き室を「絵本サロン」に
リノベーションし、大学生らが
暮らすように、その場を運営する
プロジェクトを立ち上げました。

運営：名城大学建築学科谷田真研究室 絵本協力：名古屋市天白図書館

サロンの運営主体は、名城大学で建築を学ぶ学生たちです。
そこで、自らが参画した物件の在り方を検証する。「子育て支援スペース」は果たして、
子育てを支援できるのか？住まいと地域との接点づくりは、日常の延長にそのきっかけがあるのだと
思う。だから、ここで暮らすようにふるまいながら、「団地の環境」を感じ、考えてみたい。



今月の
おすすめ

👆スマホをかざすと

天白図書館テーマ
ソングが聞けます。

明治大学文学部教授の齋藤孝先生が厳選した180
冊のおすすめ本が紹介されています。ジャンルに
よってわかりやすく本の魅力を伝えているので、
新しい本と出会いたい人はぜひ読んでみてください。

名古屋市図書館HP：https://www.library.city.nagoya.jp/guide/m_tenpaku.html

テ
ィ
ー
ン
ズ

【指定管理者】ナカバヤシ株式会社名古屋支店

『齋藤孝先生が選ぶ
高校生からの読書大全』

齋藤 孝／著
東京堂出版
【分類】019

 

👆天白図書館

Instagram

平針の火渡り神事
あきはさんじがんじ

さんじゃくぼうだいごんげん

さんじゃくぼうぞう

おんたけしんがんこう

（写真提供：村瀬 功一様）


